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
保存の方法の基準
ナラシン製造用原体の保存の方法の基準を準用する。



表示の基準
本品の直接の容器又は直接の被包に、次の文字を記載すること。
有効期間


製造の翌月から２年
使用上の注意


この飼料添加物は、鶏に過剰投与した場合発育障害がおこるので、
定められた添加量を厳守するとともに、均一に配合するよう注意すること。

(158)


アンプロリウム・エトパベート


（新設）
ア

製造用原体


成分規格
ａ

アンプロリウム
含量


本品は、定量するとき、アンプロリウム（C14H19ClN４・HCl）950％以上を
含む。

物理的・化学的性質


本品は、白色～淡黄色の粉末で、臭いはない、又は特異な臭いを有する。



本品は、水に溶けやすく、メタノールにやや溶けやすく、エタノールに溶け
にくく、エーテル又はクロロホルムにほとんど溶けない。
確認試験




本品の01mol／Ｌ塩酸溶液（１→100000）につき、吸収スペクトルを測定
するとき、波長244～248nm及び260～264nmに吸収の極大を示し、それぞれの

極大波長における吸光度をA１及びA２とするとき、A１／A２は、104～106であ
る。


本品の水溶液（１→50）は、塩化物の定性反応を呈する。
純度試験



ピコリン


装置


100mLの枝付蒸留フラスコの枝管に、その先端が底にほ
とんど接するように200mLの受器を接続する。また、蒸留フラスコの口には、

滴下漏斗と、下端がフラスコの底部近くにくるように送気管を取り付ける。こ
の送気管の他端は、２個の洗気瓶に順次接続し、送気管に直結している方には
ガラス繊維を、他方には硫酸を入れる。
操作法


本品約10ｇを001ｇの桁まで量り、その数値を記録し、枝付蒸留フ
ラスコに入れ、水10mLを加えて溶かす。受器には、ホウ酸溶液（１→50）

75mL及びブロムクレゾールグリーン・メチルオレンジ試液05mLを入れ、
枝管の先端をこの溶液に浸して接続する。滴下漏斗及び送気管を取り付け、
滴下漏斗から、約10分間で炭酸カリウムの飽和溶液25mLを滴加しながら、
約１時間洗気瓶を通して空気を通じ、混在するピコリンを受器の溶液中に
集める。次に、通気を止め、受器を新たにホウ酸溶液（１→50）75mL及
びブロムクレゾールグリーン・メチルオレンジ試液05mLを入れた別の受
器に取り替えて再び30分間通気する。受器中の溶液の変色を認めれば、同
様に受器を取り替えて、この操作を繰り返し、受器中の溶液の変色を認め
なければ止める。全ての受器中の溶液を合わせ、01mol／Ｌ塩酸で滴定し、
ピコリン（C６H７N）の量を求めるとき、その量は、10％以下でなければ
ならない。この場合において、滴定の終点は、緑青色が黄緑色から黄色に
変わるときとする。
01mol／Ｌ塩酸１mL＝9313㎎C６H７N

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